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したあと、第 2、3 章で理論モデルを提示し、第４章で移民送金に関する Computable 
General Equilibrium(CGE)モデルをベトナムのデータを用いて構築した。このうちアカデ
ミックな貢献とみなしうるのは 2、3、4 章である。 
 
第 2 章は、移民現象の中でも、途上国から有能な人材が先進国に流出するといういわゆ
る brain drain を考察した理論モデルである。伝統的な見解では、人材を受けいれる先進国
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2008 年 2 月 26 日午後 2 時より開催された博士論文発表会に引き続き、大野健一教授（主

















Thanh 氏は 2008 年 3 月 13 日（木）にこれらをとりいれた修正稿を主査大野健一教授に





請求者 Nguyen Duc Thanh 氏に博士（政策研究）の学位を授与することが妥当であると結
論する。 
